
成長戦略の中では、ウェルビーイングを
「収入や健康といった外形的な価値だけでなく、キャリアなど
社会的な立場、周囲の人間関係や地域社会とのつながりなども含めて、
自分らしくいきいきと生きられること、主観的な幸福度を重視した
「真の幸せ」」と説明しています。 成長戦略は、総合計画を”補完“する位置づけになって

います。総合計画ともつながっているんだね。



独自の関係人口の定義は、
・県外に在住し、
・地域貢献、ビジネス、情報発信などで本県と関わる方のうち、
・強い関係性を持つ方・・・関わりや行動に継続性がある方や、
多くの選択肢がある中で、あえて富山県を選んでいる方
と整理しているようですね。

そうだね。富山県の
幸せを、多くの人に
「おすそわけ」して、
仲間を増やして
いこう！

いつまでも「県内人口100万人」という考え方に縛られては
もったいない。そうではなく、幸せという大きな傘のもと
「関係人口 1000 万人」を目指しましょう。
富山で暮らす人、仕事する人、よく訪れる人、生まれ育った人
など愛着を持って関わるすべての人が、富山の仲間です。

【成長戦略ビジョンより】
統計などで調査したり、これか
ら全国を対象にアンケート調査
を行い推計していくみたい。

＋

「 幸せ人口１０００万 」
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※幸福度の高い社員はそうでない人に比べて創造性は3倍、生産性は31％、売り上げは37％も高い傾向
また、欠勤率が41％低く、離職率が59％低く、業務上の事故が70％少ない との研究成果もある
（参考文献）前野隆司・前野マドカ 著「ウェルビーイング」（日本経済新聞出版）
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（出典）富山県「人口移動調査」

15〜34歳の社会移動の状況【日本人＋外国人】
※（ ）は日本人のみ

若い世代の社会減、東京一極集中は、本県だけでなく地方全体の
長年にわたる大きな課題だよね。

構造的な課題もあるから、なかなか難しいけど、成長戦略で掲げるように、
一人ひとりのウェルビーイングを軸に考え、県内に住む人が幸せであるこ
とはもちろん、県外に出た人にとっても、帰ってきたい、ずっと好きな富
山県であり続け、また、いつでも、誰でも、温かく迎えることができる、
皆の”居場所”や”舞台”のある富山県でいたいね。


